
２月１０日古丹別保育所では
同保育所内の広場で雪遊び大会を実施。
準備体操を行ったあと、長靴大回転や
ソリリレー、風船わりゲームを元気良く楽しんだ。
休憩時間には、大きな鍋にホットミルクが用意され、
子どもたちは、各自のコップで飲み干しながら
身体を温めていた。
あまりの美味しさに、顔にミルクをつけて
おかわりをしていた子どもも！



大
小
の
凧（
百
八
十
一
基
）

冬
の
青
空
に
舞
う
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第
十
三
回
北
海
道
凧
あ
げ
大
会
兼

第
三
十
二
回
苫
前
町
凧
あ
げ
大
会
が
、

二
月
二
十
七
日
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ

れ
、
三
百
十
七
名
百
八
十
一
基
の
凧

が
青
空
に
高
く
舞
い
上
が
っ
た
。

大
会
当
日
は
、
こ
の
冬
一
番
の
冷

え
込
み
と
と
も
に
、
真
っ
青
な
青
空

が
広
が
り
、
心
地
よ
い
冬
風
が
吹
き
、

凧
あ
げ
に
と
っ
て
は
最
良
の
日
と
な

っ
た
。

大
会
は
午
前
九
時
三
十
分
に
、
苫

前
小
学
校
久
野
茜
さ
ん
（
六
年
）
と

瀬
川
直
生
く
ん
（
六
年
）
の
選
手
宣

誓
で
開
幕
。
午
前
十
時
に
は
、
第
一

部
の
審
査
が
開
始
さ
れ
、
連
凧
が
揚

が
っ
て
い
く
の
と
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

親
子
並
び
に
小
学
生
が
、
会
場
を
一

斉
に
走
り
回
っ
た
。
特
に
、
親
子
の

部
で
は
、
六
十
組
も
の
親
子
が
参
加

し
、
空
高
く
舞
い
上
が
る
凧
を
見
上

げ
喜
ぶ
幼
児
と
、
息
を
切
ら
す
親
の

姿
が
見
ら
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
凧

あ
げ
を
満
喫
し
た
。

ま
た
、
午
前
十
一
時
か
ら
は
、
中

学
生
以
上
の
凧
や
大
凧
、
連
凧
が
一

斉
に
舞
い
上
が
っ
た
。
大
凧
の
部
で

は
、
萌
州
建
設
が
十
二
畳
凧
に
挑
戦

す
る
な
ど
十
一
基
の
勇
壮
な
凧
の
舞

に
、
見
物
客
か
ら
も
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
た
。

特
産
品
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
わ
っ
と

前
カ
バ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク
に
、
本
町
の

特
産
品
が
ず
ら
り
と
軒
を
連
ね
、
二

千
三
百
人
も
の
人
が
押
し
寄
せ
た
。

岡
田
水
産
で
研
修
中
の
中
国
人
女

性
六
名
が
、
本
場
水
餃
子
を
提
供
し

た
ほ
か
、
ナ
メ
タ
カ
レ
イ
や
ベ
コ
モ

チ
、
煮
蛸
な
ど
人
気
商
品
に
は
、
長

蛇
の
列
が
で
き
、
一
部
完
売
す
る
商

品
が
出
る
ほ
ど
大
盛
況
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ホ
タ
テ
稚
貝
の
味
噌
汁
八
百

杯
が
無
料
配
布
さ
れ
、
来
場
者
の
冷

え
た
体
を
温
め
た
。

凧
あ
げ
審
査
の
終
了
後
、
ふ
わ
っ

と
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
各

入
賞
者
一
人
ひ
と
り
へ
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
町
建
設
協
会

特
別
賞
に
は
小
学
一
･
二
年
の
部
の

川
村
旬
輝
く
ん
が
選
ば
れ
、
会
場
か

ら
多
く
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

表
彰
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
太
田
ひ
ろ
し

さ
ん
の
『
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
』
が
披

露
さ
れ
、
指
先
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使

し
た
「
ス
ラ
イ
ハ
ン
ド
マ
ジ
ッ
ク
」

で
参
加
者
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
。

ま
た
、
大
会
前
日
に
は
、
ふ
わ
っ

と
ホ
ー
ル
に
お
い
て
前
夜
祭
が
行
わ

れ
、
千
原
早
　
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

で
大
会
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、

三
重
県
桑
名
市
長
島
町
か
ら
三
年
連

続
で
中
川
慧
明
さ
ん
が
出
場
し
、
大

会
に
華
を
添
え
た
。

大
会
最
後
は
、
毎
年
恒
例
の
景
品

付
き
の
餅
ま
き
大
会
で
締
め
く
く
ら

れ
、
景
品
を
引
き
換
え
た
当
選
者
が

満
足
い
っ
ぱ

い
の
表
情
を

見
せ
た
。
日

夜
準
備
に
あ

た
ら
れ
た
大

会
関
係
者
の

皆
様
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

親子の部入賞者

大会前夜は千原早　ショーで盛り上がる晞

小学5･6年の部上位3名は力小が独占

▼
親
子
の
部

①
下
田
美
雪
・
和
歩

（
苫
前
町
）
②
青
柳
順
子
・
沙
弥
香

（
羽
幌
町
）
③
山
根
里
絵
・
空
（
羽
幌

町
）
④
佐
藤
閧
夫
・
陽
来
（
苫
前
町
）

⑤
佐
藤
美
智
子
・
舞
菜
音
（
苫
前
町
）

⑥
川
村
英
治
・
茉
以
（
苫
前
町
）

▼
小
学
校
一
・
二
年
生
の
部

①
森

麻
浦
（
苫
前
町
）
②
檜
谷
祥
貴
（
苫

前
町
）
③
久
保
杏
奈
（
苫
前
町
）
④

加
藤
明
日
香
（
苫
前
町
）
⑤
高
田
里

帆
（
苫
前
町
）
⑥
伊
藤
未
来
（
苫
前

町
）

▼
小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

①
川

村
優
利
菜
（
苫
前
町
）
②
池
上
森

（
苫
前
町
）
③
川
村
菜
月
（
苫
前
町
）

④
溝
口
慶
一
郎
（
苫
前
町
）
⑤
山
根

海
（
羽
幌
町
）
⑥
青
柳
康
平
（
羽
幌

町
）

▼
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部

①
金

澤
恒
慧
（
苫
前
町
）
②
蓮
見
一
輝

（
苫
前
町
）
③
福
井
和
良
（
苫
前
町
）

④
久
野
茜
（
苫
前
町
）
⑤
瀬
川
和
馬

（
苫
前
町
）
⑥
高
瀬
尚
也
（
苫
前
町
）

▼
中
学
生
の
部

①
榊
原
希
望
（
羽

幌
町
）
②
横
内
友
希
（
苫
前
町
）
③

大
矢
根
諒
（
苫
前
町
）
④
川
村
彰

（
苫
前
町
）

▼
高
校
・
一
般
の
部

①
榊
原
優
子

（
羽
幌
町
）
②
米
谷
日
登
美
（
羽
幌
町
）

③
岡
康
弘
（
旭
川
市
）
④
青
柳
静
子

（
羽
幌
町
）

▼
大
凧
の
部

①
朱
蓮
会
（
苫
前
町
）

②
小
野
漁
業
部
（
苫
前
町
）
③
猪
股

石
油
店
（
苫
前
町
）
④
苫
前
町
商
工

青
年
部

▼
連
凧
の
部

①
Ｓ
Ｙ
Ｎ
（
苫
前
中

一
年
）
②
池
田
美
雪
（
苫
前
町
）
③

苫
前
中
学
校
二
年
④
福
田
儀
三
郎

（
美
唄
市
）

▼
特
別
賞

川
村
旬
輝
（
苫
前
町
）

大
会
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

選手宣誓を行う瀬川くんと久野さん

大
小
の
凧（
百
八
十
一
基
）

冬
の
青
空
に
舞
う

12畳もの大凧に挑戦する萌州建設

桑名市（長島町）から出場の中川慧明さん

連凧50枚が青空を彩る

晞



苫
前
地
区
で
住
民
説
明
会
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の
住
民
説
明
会
を
実
施
し
た
。

こ
の
下
水
道
事
業
は
、
平
成
十
一

年
度
か
ら
着
工
さ
れ
、
苫
前
地
区
で

の
下
水
管
布
設
や
下
水
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
建
設
が
完
了
し
て
い
る
。

説
明
会
で
は
、
三
月
議
会
へ
提
案

す
る
条
例
案
の
う
ち
、
下
水
管
接
続

に
伴
う
受
益
者
分
担
金
（
一
水
道
メ

ー
タ
ー
当
た
り
）
を
六
万
円
と
し
、

下
水
道
基
本
料
金
を
一
般
家
庭
（
十

立
方
　
）
二
千
円
、
超
過
料
金
一
立

方
　
当
た
り
二
百
円
と
な
る
見
込
み

に
つ
い
て
説
明
。
正
式
に
は
、
三
月

議
会
議
決
後
と
な
る
。

ま
た
、
接
続
に
伴
う
工
事
費
の
助

成
事
業
や
融
資
制
度
も
盛
り
込
ま
れ

る
予
定
で
、
住
民
の
受
益
者
負
担
の

軽
減
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。今

後
、
各
家
庭
で
の
接
続
工
事
や

ト
イ
レ
改
造
工
事
に
は
、
汚
水
管
十

五
　
の
標
準
的
な
家
庭
で
六
十
万
円

か
ら
七
十
万
円
程
度
か
か
る
と
試
算

さ
れ
、
家
の
排
水
状
況
や
取
り
付
け

る
便
器
の
状
況
で
大
き
く
増
減
す
る

た
め
、
ま
ず
は
町
内
の
業
者
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
模
様
。

ま
た
、
工
事
は
指
定
工
事
店
が
行

う
こ
と
と
な
る
が
、
町
内
の
工
事
関

係
業
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
資
格

を
有
し
て
お
り
、
指
定
業
者
の
登
録

は
三
月
下
旬
か
ら
開
始
さ
れ
る
予

定
。
工
事
に
か
か
る
手
続
き
は
、
指

定
工
事
店
が
代
行
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
業
務
係

ま
た
は
下
水
道
係
ま
で
お
問
合
せ
下

さ
い
。

一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
七
日
に

か
け
て
下
水
道
事
業
を
担
当
す
る
役

場
建
設
課
は
、
四
月
か
ら
の
供
用
開

始
に
向
け
、
苫
前
地
区
並
び
港
地
区

下
水
道
事
業
四
月
一
日
供
用
開
始
に
向
け

苫
前
地
区
で
住
民
説
明
会

説明を受ける苫前地区住民

地域資源活用体験学習研修

体験学習受入れで地域意識が変わる
2月17日とままえ温泉ふわっとで、「地

域資源を活用した体験学習受入れ研修会」
が行われ、児童生徒の修学旅行者や宿泊体
験事業の受入れについて学習した。
研修は、管内の観光担当者や農漁業・商

工関係者40名が参加。深川市の元気村「夢
の農村塾」や標津町「地域ハサップを活か
したエコ・ツーリズム」の取り組みについ
て研修。子供たちや消費者への「食農教育
の場」の提供や水産物の危険度分析による
衛生管理システム（HACCP）導入で、水
産資源の希少価値を高め、新巻鮭づくりや
サーモンフィッシング及び食体験などの体
験観光の取り組みで、標津町での関連事業
で約13億円の経済効果を挙げている。
また、標津町は観光体験ガイドを独自に

養成。宿泊施設の「もてなし基準」も定め
町内全体で取り組む姿は、これからの体験
学習受入れに大きく参考となった。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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一
月
二
十
九
日
と
ま

ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
に

お
い
て
、
昨
年
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
し
た
関
武

氏
の
受
章
祝
賀
会
が
執

り
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
関
係
者
二
百
六
十
名

が
出
席
し
、
晴
れ
の
叙

勲
を
祝
っ
た
。

祝
賀
会
は
、
森
町
長

か
ら
こ
れ
ま
で
の
関
氏

の
保
護
司
並
び
に
民
生

委
員
と
し
て
の
功
績
を

讃
え
る
と
と
も
に
そ
の
功
績
が
紹
介

さ
れ
、
其
田
旭
川
保
護
観
察
所
長
や

星
野
町
議
会
議
長
、
鎌
田
苫
前
神
社

責
任
役
員
、
阿
部
北
海
道

神
社
庁
留
萌
支
部
長
か
ら

祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

こ
の
受
章
を
受
け
、
関

さ
ん
か
ら
「
こ
の
栄

誉
は
、
歴
代
監
察
官
、

保
護
司
、
民
生
委
員

並
び
に
町
内
で
生
ま

れ
育
っ
た
自
分
を
守

っ
て
く
れ
た
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。
心
か

ら
感
謝
し
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。
ま

た
、
花
束
贈
呈
に
は
、

会
場
に
駆
け
つ
け
た

お
孫
さ
ん
か
ら
関
さ

ん
ご
夫
妻
に
手
渡
さ

れ
、
緊
張
ぎ
み
の
面
持
ち
も
ゆ
る
み
、

来
場
者
と
の
懇
談
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ

た
。

受章を喜ぶ関ご夫妻

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 
瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 

（ 

関 

武 

氏 

） 

　
二
百
六
十
名
が
受
章
を
祝
う 

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 
瑞
宝
双
光
章 

２月３日苫前保育園（打田美智子園
長）と古丹別保育所（菊池典子所長）
では、節分の日に合せての毎年恒例
「豆まき会」を実施した。
この豆まき会は、幼年防火クラブの
園児らを対象に北留萌消防組合の協力
により行われ、赤鬼・青鬼に扮した消
防職員が「悪い子はいないか」、「火遊
びする子はいないか」と大声をあげ、
ホールへ乱入。園児らは手作りのお面
をかぶり、「きゃー」と叫びながらも
「鬼は外」と豆を鬼たちに放り投げて
いた。中には、「怖いよー」と泣き叫
び、保育士たちにしがみつく園児がで
るほど会場は騒然となったが、鬼たち
は捕まえられて降参。園児らは「火遊
びは絶対しません」と誓い、鬼たちと
仲直りをし記念撮影で締めくくった。

鬼は外！福は内！ 鬼は外！福は内！ 鬼は外！福は内！ 
町内保育園（所）で豆まき会 

一
手
に
集
中

苫
前
町
長
杯
新
春
囲
碁
大
会

二
月
十
日
苫
前
商
業
高
等
学
校

（
校
長
眞
屋
岩
男
）
の
一
・
二
年
生

六
十
一
名
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

じ
社
会
参
加
を
図
る
活
動
目
標
の
も

と
、
古
丹
別
市
街
地
の
高
齢
者
世
帯

九
世
帯
と
商
店
な
ど
五
か
所
の
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
防
寒
着
に
身
を
包

み
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
ス
コ
ッ

プ
や
マ
マ
さ
ん
ダ
ン
プ
を
片
手
に
、

次
々
と
軒
下
や
玄
関
前
を
除
雪
。
中

に
は
雪
で
窓
が
覆
わ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
も
あ
り
、
生
徒
は
汗
を
流
し
な
が

ら
も
明
る
く
楽
し
み
な
が
ら
、
雪
を

取
り
除
い
て
い
っ
た
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
た
広

瀬
せ
つ
さ
ん
は
、「
体
も
思
う
よ
う

に
動
か
な
く
な
っ
て
お
り
、
毎
年
大

変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
家
の
中
も
明

る
く
な
り
ま
し
た
。」
と
生
徒
た
ち

に
お
礼
を
述
べ
て
い
た
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

苫商高

二
月
六
日
正
午
、
苫
前
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
苫
前
町
長
杯
新

春
囲
碁
大
会
が
、
苫
前
町
囲
碁
愛
好

会
（
会
長
濱
本
哲
也
）
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
、
町
内
囲
碁
愛
好
者
十
二

名
が
参
加
。

碁
盤
を
前
に
慎
重
な
る
一
手
を
思

考
し
な
が
ら
、
自
慢
の
腕
を
競
い
合

っ
た
。
会
場
は
沈
黙
の
中
に
、
静
か

な
る
闘
志
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

◇
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
　
勝
　
中
川
　
武
士
（
初
段
）

準
優
勝
　
佐
々
木
　
保
（
５
段
）

三
　
位
　
斉
藤
　
長
蔵
（
３
段
）

四
　
位
　
春
国
不
二
丸
（
６
段
）

明るく楽しく除雪を行う苫商高生

鬼の入場を待つ幼児たち

鬼は外の掛け声と共に豆をまく幼児

最
後
に
鬼
と
仲
直
り
す
る

幼
児

鬼
を
取
り
押
さ
え
、
鬼
退

治
に
成
功
す
る
園
児
た
ち

影絵芝居を楽しむ園児たち

鬼の乱入に逃げ惑う園児たち

古
丹
別
保
育
所

苫
前
保
育
園



広報とままえ　３月号　5頁

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

平成16年中の救急出動は、最多であった一昨年より
も21件上回り、
151件でした。救
急出動は年々増加
しており、4年連
続で前年を上回っ
ています。

二
月
十
七
日
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
第
14
回
苫
前
町
長
杯
争

奪
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
、
七
チ
ー
ム
四
十
二
名
が
参
加
。

や
ま
び
こ
チ
ー
ム
（
主
将
伊
藤
稔
）

が
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。

大
会
は
、
七
チ
ー
ム
が
抽
せ
ん
で

各
四
試
合
を
行
い
、
そ
の
勝
率
で
順

位
を
決
定
。
優
勝
チ
ー
ム
や
ま
び
こ

に
と
と
も
に
、
三
勝
一
敗
で
並
ん
だ

長
島
チ
ー
ム
（
主
将
伊
藤
サ
チ
子
）

は
、
得
失
点
差
で
涙
を
の
み
準
優
勝
。

第
三
位
に
は
、
二
勝
二
敗
で
三
チ

ー
ム
が
並
び
、
得
失
点
差
で
旭
親
チ

ー
ム
（
主
将
大
矢
根
輝
美
）
が
滑
り

込
む
な
ど
、
各
試
合
と
も
接
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
順
位
決
定
は
最
後
の

試
合
ま
で
も
つ
れ
込
む
な
ど
盛
り
上

り
を
見
せ
た
。

苫前町は、救急車が１台のため、救急車が出動中に他の救急要請があった
場合、羽幌消防署へ救急車を要請しなければなりません。
これら要因により病院収容までに時間を要します。
救急出動の増加に伴い、救急出動中に一刻を争うような重症の傷病者が発

生する事も考えられますので、関係者で医療機関に「連れて行ける」と思われる場合には、消防支署で病院
の照会等も行いますので下記まで問い合わせ願います。

救急出動４年連続増加

や
ま
び
こ
優
勝

第
14
回
苫
前
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

苫
前
商
業
高
等
学
校
で
は
、
進
学

も
就
職
も
で
き
る
商
業
高
校
を
目
指

し
、
上
級
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
指
導
方
針
の
ひ
と
つ
と
す
る

な
か
、
生
徒
は
全
国
商
業
高
等
学
校

協
会
が
主
催
す
る
各
種
検
定
試
験
に

三
年
間
挑
戦
。
今
春
卒
業
生
二
十
七

名
中
十
二
名
が
同
協
会
優
秀
表
彰
の

対
象
と
な
る
検
定
一
級
三
種
目
以
上

を
取
得
し
、
う
ち
二
名
は
苫
商
高
初

と
な
る
七
種
目
取
得
達
成
と
な
っ
た
。

同
協
会
検
定
試
験
は
、
①
簿
記
実

務
、
②
情
報
処
理
（
ビ
ジ
ネ
ス
情

報
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）、
③
珠
算
・

電
卓
、
④
英
語
、
⑤
商
業
経
済
、
⑥

ワ
ー
プ
ロ
実
務
が
あ
り
、
同
校
で
は

補
習
授
業
を
徹
底
し
て
行
う
な
ど
、

上
級
資
格
取
得
に
向
け
、
全
教
諭
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
た
。

特
に
、
授
業
項
目
に
な
い
情
報
処

理
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
生
徒
の
強

い
熱
意
で
補
習
授
業
を
実
施
。
指
導

に
は
、
国
家
資
格
を
有
す
る
吉
本
満

教
頭
が
、
放
課
後
や
休
日
、
冬
休
み

を
活
用
し
、
連
日
の
猛
特
訓
に
あ
た

り
、
受
験
者
三
名
全
員
が
合
格
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
三
種
目

以
上
の
検
定
一
級
合
格
率
四
四
・
四

は
、
二
年
連
続
全
道
一
の
成
績
で
、

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
七
種
目

以
上
の
取
得
者
は
、
全
道
で
も
八
名

し
か
い
な
い
難
関
。
苫
商
高
初
と
な

る
七
種
目
取
得
者
の
尾
崎
美
夏
さ

ん
（
三
年
）
と
堀
彩
華
さ
ん
（
三

年
）
は
と
も
に
「
達
成
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
補
習
授
業
は
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
や
る
気
を
出
せ

ば
、
先
生
も
助
け
て
く
れ
る
の
で
、

下
級
生
の
み
ん
な
も
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

ま
た
、
同
校
卒
業
予
定
者
の
就

職
率
は
、
一
月
末
で
二
年
連
続
一

〇
〇
　
を
達
成
。
昨
年
よ
り
二
か

月
早
く
、
進
学
組
み
も
含
め
、
す

べ
て
進
路
が
決
定
し
て
い
る
。
地

域
の
経
済
不
況
が
続
く
中
、
同
校

の
取
り
組
み
が
着
実
に
芽
生
え
て

い
る
。

進
学
も
就
職
も
で
き
る
苫
商
高

熱戦が繰り広げられたゲートボール大会

救急活動の円滑 !!

80

100

120

140

160

12年 

91

117

129 130

151

13年 14年 

過去5年間の救急出動件数 

15年 16年 

搬送人員も最多であった一昨年よりも17名上回り
147名でした。これ
を傷病程度別に見る
と、死亡6名、重症
37名、中等症66名、
軽症38名でした。

平成１６年の搬送人員と傷病程度

平成16年の搬送人員と傷病程度 
死亡 4％ 

中等症 45％ 

軽症 26％ 重症 25％ 

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

３種目以上検定１級取得の喜びに沸く生徒たち

進
学
も
就
職
も
で
き
る
苫
商
高

全
商
協
会
一
級
検
定
七
種
目
の
取
得
者
二
名
（
苫
商
高
初
）
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学
校
っ
て
楽
し
い
ね
！

両
小
学
校
で
体
験
入
学

れ
、
新
入
学
児
童
十
八
名
と
保
護
者

が
参
加
。
林
校
長
は
、
児
童
を
激
励

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
対
し

「
勉
強
は
夢
を
育
て
る
こ
と
。
将
来

に
向
か
っ
て
目
標
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
、
そ
の
環
境
を
親
が
整
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
」
と
親
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
。

ま
た
、
保
護
者
説
明
会
で
は
、
教

務
担
当
の
教
諭
か
ら
入
学
す
る
ま
で

に
用
意
す
る
も
の
や
学
習
道
具
の
確

認
な
ど
学
校
生
活
や
習
慣
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
、
通
学
路
に
お
け
る
交
通

安
全
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
。

入
学
式
は
、
両
小
学
校
と
も
に
四

月
六
日
行
わ
れ
る
予
定
。二

月
十
四
日

札
幌
市
ホ
テ
ル

ポ
ー
ル
ス
タ
ー

札
幌
に
お
い
て
、

平
成
十
六
年
度

北
海
道
社
会
貢

献
賞
（
自
治
功
労
者
）
の
授
賞
式
が

執
り
行
わ
れ
、
十
川
猛
さ
ん
（
字
香

川
＝
80
才
）
が
、
町
議
会
議
員
二
十

四
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
し
た
。

十
川
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
四
月

の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
初
当

選
以
来
、
二
十
四
年
の
永
き
に
亘
り
、

地
方
自
治
の
振
興
と
町
政
の
伸
展
に

貢
献
さ
れ
、
平
成
三
年
五
月
か
ら
四

年
間
議
長
に
就
任
し
、
豊
富
な
識
見

と
卓
越
し
た
指
導
力
の
も
と
、
議
会

運
営
に
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。

二
月
十
七
日
古
丹
別
小
学
校
（
高

木
満
校
長
）
で
は
、
四
月
の
入
学
式

を
前
に
、
新
一
年
生
を
対
象
に
一
日

体
験
入
学
を
実
施
し
た
。

同
校
の
新
入
学
児
童
は
十
六
名
。

当
日
保
護
者
に
付
き
添
わ
れ
、
高
木

校
長
か
ら
「
皆
さ
ん
が
来
る
の
を
や

さ
し
い
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
た
ち
も
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
元
気
に
登

校
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

児
童
は
、
一
年
生
が
待
つ
教
室
に
案

内
さ
れ
、「
じ
ゃ
ん
け
ん
ジ
ェ
ン
カ
」

や
似
顔
絵
を
描
く
模
擬
授
業
を
体
験

し
な
が
ら
、
在
校
児
童
と
交
流
を
図

っ
た
。

一
方
、
苫
前
小
学
校
（
林
健
一
校

長
）
で
は
、
同
月
二
十
二
日
に
行
わ

五
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

今
大
会
に
は
、
全
道
か
ら
大
回
転

並
び
に
距
離
競
技
に
、
百
七
十
八
名

が
出
場
。
横
内
さ
ん
は
、
平
成
十
年

か
ら
八
年
連
続
で
出
場
し
て
お
り
、

六
〇
〇
　
の
コ
ー
ス
を
タ
イ
ム
45
秒

90
の
華
麗
な
滑
り
と
と
も
に
、
同
ク

ラ
ス
最
高
齢
で
の
優
勝
と
な
っ
た
。

横
内
さ
ん
は
、
お
孫
さ
ん
と
ス
キ

ー
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
、
毎
年
タ

イ
ム
も
伸
び
て
お
り
「
体
が
続
く
限

り
、
健
康
の
た
め
出
場
し
た
い
」
と

意
欲
満
々
。

大
回
転
Ａ
ク
ラ
ス
で
は
、
75
才
の

方
も
優
勝
し
て
お
り
、
横
内
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
む
。

二
月
六
日
深
川
市
で
開
催
さ
れ
た

第
二
十
四
回
北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
大
回
転
Ｂ
ク
ラ
ス
（
肢
体

五
）
に
お
い
て
、
横
内
吉
弥
さ
ん

（
字
栄
浜
＝
72
才
）
が
、
四
年
連
続 古小1年生と一緒に体験入学を楽しむ新入学児童

女子成年3部溝口さきえさんも
果敢にポールを攻めて第二位となった

同クラス２位の田中孝俊選手（羽幌町）
とともに記念撮影をする横内さん

学
校
っ
て
楽
し
い
ね
！

横
内
吉
弥
さ
ん
（
障
害
者
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

華
麗
な
す
べ
り
で
四
連
覇
（
五
回
目
）

町
議
会
議
員
二
十
四
年

十
川
氏
に
北
海
道
社
会
貢
献
賞

管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
大
回
転

果
敢
に
滑
り
総
合
四
位

ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
冬
季
大
会
が
開
催
さ

れ
、
留
萌
管
内
九
市
町
村
の
選
手
二

百
名
が
出
場
し
、
大
回
転
で
ス
ピ
ー

ド
を
競
っ
た
。

大
会
に
は
、
苫
前
町
か
ら
は
十
四

名
が
出
場
。
女
子
成
年
四
部
の
池
田

美
雪
さ
ん
（
字
古
丹
別
）、
同
三
部
の

阿
部
ま
り
子
さ
ん
（
字
苫
前
）、
男
子

壮
年
二
部
の
瀬
戸
詔
隆
さ
ん
（
字
力

昼
）
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の

最
高
タ
イ
ム
を
た
た
き
出
し
、
見
事

優
勝
を
飾
っ
た
。

瀬
戸
さ
ん
は
急
斜
面
を
果
敢
に
攻

め
き
り
、
女
子
並
び
に
男
子
壮
年
の

第
一
コ
ー
ス
で
最
高
ラ
ッ
プ
を
記
録
。

市
町
村
別
の
総
合
で
は
、
苫
前
町
が

二
年
連
続
の
四
位
と
な
っ
た
。

二
月
十
三
日
羽
幌
町
ス
キ
ー
場

「
び
ゅ
ー
」で
第
四
回
留
萌
管
内
ス
ポ

二
月
八
日
古

丹
別
小
学
校

（
校
長
高
木
満
）

で
は
、
六
年
生

（
三
十
名
）
が

苫
前
町
陶
芸
の

会
（
会
長
宮
本

ア
サ
エ
）
の
協

力
の
も
と
陶
芸

を
体
験
。

こ
の
陶
芸
教

室
に
は
、
陶
芸

の
会
会
員
四
名
が
講
師
と
な
っ
て
児

童
一
人
ひ
と
り
に
や
さ
し
く
指
導
。

児
童
は
、
ろ
く
ろ
を
回
し
な
が
ら

慎
重
に
カ
ッ
プ
を
形
作
っ

て
い
た
。
一
方
、
受
け
皿

づ
く
り
に
挑
戦
し
た
児
童

ら
は
、
の
し
棒
を
使
い
粘

土
を
平
ら
に
伸
ば
し
、
縁

取
り
を
取
付
け
完
成
。
こ

れ
ら
作
品
は
、
陶
芸
の
会

に
よ
っ
て
乾
燥
・
素
焼
き

さ
れ
た
後
、
児
童
の
手
で

色
塗
り
が
行
わ
れ
、
本
焼

き
さ
れ
る
。
完
成
ま
で
に

は
、
一
か
月
程
度
を
要
す

る
。完

成
し
た
作
品
は
、
卒
業
記
念
と

し
て
児
童
に
手
渡
さ
れ
、
各
家
庭
へ

学社
融合

古
丹
別
小
学
校
六
年
生

卒
業
記
念
に
陶
器
づ
く
り

宮本会長から指導を受ける児童たち

メ
ー
ト
ル



なかよし広場に
遊びにきませんか！
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苫前町教育委員会 社会教育課 

E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp

～あなたの学びたいを応援します～ 

お問い合わせご相談は  15－4076

就学前の子ども同士・親同士が集まる場所と
して、苫前町公民館の一室を『なかよし広場』
として4月から開放します。
子育てには、初めての経験がたくさん。不安

になったり、相談する友達が欲しいな･･･。家
で親子だけで過ごしていたら、なんだかストレ
スがたまったみたい･･･。そんなとき、なかよ
し広場に遊びにきてみませんか。
申し込みなどは、必要ありません。
開放日に、遊びにくるだけです。

町の子どもたちに、本の楽しさを伝える
活動をしていただける方を募集しています。
現在は、10名が読み聞かせや工作・料理教
室、布のおもちゃ作りなど、サポーターの
得意分野を活かした事業を行っています。

◎興味のある方は気軽に連絡下さい
公民館図書室　(電話5-4076)
【開館時間：午前10時～午後５時】
【休館日：月曜日（祝日の場合は開館）】

★おもなイベント
『本とあそぼう』小さいお子さんと保護者を対象に
読み聞かせや手遊びをしています。
『本を利用してやってみよう』小学生を対象に本を
利用して工作や料理教室をしています。
『布のおもちゃ作り』布のおもちゃやエプロンシア
ター、紙芝居用バック作りをしています。

◇場　　所 苫前町公民館の和室　
（別な部屋になる時もあります。）

◇日　　時 毎月第2・4金曜日（祝日はお休み）
10時～12時まで使用できます。

◇対　　象 就学前のお子さんとその親
（妊婦さんや親だけでもOKです。）

◇遊　　び 大型積み木や室内ジャングルジムで遊
べます。そのほか、集まった仲間で自
由に楽しみましょう。

◇そ の 他 ・子どもだけでの利用はできません。
必ず大人が付き添ってください。
・事故や盗難などの責任は各自で。
・利用料などは一切かかりません。

禁煙にご協力をお願いします！

２月１日苫前町のホームページを一部リニューアルい
たしました。これまでの苫前町の紹介や風力発電施設情
報のほかに、新たに「広報とままえ」や苫前町の条例・
規則が網羅された「苫前町例規集」を掲載。また、社会
教育ホームページも「生涯学習」として統合されました
ので、是非ご覧下さい。

苫前町ホームページ一部リニューアル

社会教育課からのお知らせ社会教育課からのお知らせ
なかよし広場に

遊びにきませんか！

公民館図書室からのお知らせ
図書室サポーター募集！

４月１日から社会教育施設（公民館、スポ
ーツセンター、プール、資料館など）での
喫煙は、一切禁止となります。健康増進法
の趣旨をご理解いただき、ご協力ください
ますようお願いいたします。

ボランティアを募集しています

公民館・スポーツセンターでは、事業のボランテ
ィアを募集しています。イベントの企画や運営など
をはじめ、内容はどんなことでも構いません。あな
たの熱意を地域づくりに活かしてみませんか？
興味のある方、お気軽にご連絡ください。

http://www.town.tomamae.lg.jp/新HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/
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二
月
二
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
三
歳
未
満
の
幼
児
を
対
象
に

の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
五
名
の
幼
児
と
母
親
が

参
加
。
平
井
裕
美
社
会
教
育
課
男
女

平
等
参
画
推
進
係
長
の
指
導
の
も
と
、

簡
単
な
体
操
「
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
」

を
行
っ
た
後
、
り
ん
ご
や
み
か
ん
、

う
さ
ぎ
、
ぞ
う
な
ど
の
絵
カ
ル
タ
で
、

絵
合
わ
せ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
は
、
興
味
津
々
な
表
情
で
好
き

な
絵
を
目
当
て
に
楽
し
ん
だ
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
遊
べ
る
場
の
提
供
と

と
も
に
、
子
育
て
で
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
母
親
同
士
の
息
抜
き
や
情
報
交

換
場
所
と
し
て
開
催
さ
れ
、
最
後
に

節
分
の
日
を
明
日
に
控
え
、
豆
ま
き

で
締
め
く
く
っ
た
。

会
場
で
見
守
る
母
親
た
ち
は
、
同

年
代
の
幼
児
と
と
も
に
が
ん
ば
る
我

が
子
の
成
長
に
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。元気良く跳び箱を飛ぶ子供たち

絵合わせを楽しむ子供たち

カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル

「
体
を
動
か
そ
う
！
体
操
教
室
」

元
気
に
絵
合
わ
せ
カ
ル
タ

今
月
の
担
当
は
宮
前
保
健
師
で
す
。 

『
認
知
症（
痴
呆
）も
早
め
が
大
切
』 

健　　康 
ばんざい 

体
だ
け
で
は
な
く
認
知
症
の
予
防
に

も
効
果
的
で
す
。

認
知
症
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
症
状

が
あ
り
ま
す
。
個
人
差
も
大
き
い
の

で
す
が
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
一
般

的
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

◇
過
去
の
こ
と
は
覚
え
て
い
て
も
、

最
近
体
験
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
う
。

◇
筋
道
を
た
て
て
、
も
の
を
考
え
た

り
、
判
断
し
た
り
で
き
な
く
な
る
。

◇
時
間
・
日
付
・
場
所
・
人
の
顔
な

ど
が
、
わ
か
ら
な
く
な
る
。

◇
計
算
が
苦
手
に
な
る
。

◇
「
お
金
を
盗
ら
れ
た
」
な
ど
被
害

的
な
言
動
が
み
ら
れ
る
。

◇
徘
徊
や
失
禁
、
不
潔
行
為
な
ど
の

問
題
行
動
が
現
れ
る
。

認
知
症
や
閉
じ
こ
も
り
を
予
防

す
る
事
業
を
、
旭
・
香
川
・
九
重

の
三
地
区
で
月
一
回
程
度
、
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
協
力
員
と
と
も

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

じ
、
楽
し
く
予
防
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
高
齢
者
と
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
協

力
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
た
い
方
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
役
場
町
民
課
け
ん
こ
う
係

保
健
師
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「
健
康
で
長
生
き
を
」
と
か
「
健

康
寿
命
」
い
う
言
葉
聞
く
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

あ
る
調
査
で
全
国
の
八
〇
歳
か
ら

八
五
歳
の
健
康
な
高
齢
者
に
、
聞
き

取
り
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
に
共
通
し
た
特
徴
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

◆
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
践
し
て

い
る
。

◆
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
、

活
動
的
な
生
活
を
し
て
い
る
。

◆
生
き
が
い
感
や
生
活
満
足
度
が
高

く
、
長
生
き
へ
の
意
欲
が
高
い
。

こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
み
る
と
図

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

図
の
⑦
、
⑧
、
⑨
、
⑩
、
⑪
は
身

認
知
症
に
よ
く
似
た
症
状
が
あ
り
、

「
年
だ
か
ら
よ
く
あ
る
こ
と
。
し
っ

か
り
し
た
人
だ
か
ら
気
の
せ
い
で

は
？
」
と
、
家
族
が
何
と
な
く
思
い

な
が
ら
も
「
ま
さ
か
ね
」
と
考
え
て

い
る
う
ち
に
、「
認
知
症
」
が
進
行
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

体
調
管
理
で
も
、
早
め
の
対
応
が

大
切
な
よ
う
に
、
認
知
症
は
早
め
に

適
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
で
、
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を
軽
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
年
齢
は
、

親
し
い
人
と
の
離
別
や
現
役
か
ら
遠

ざ
か
る
な
ど
「
喪
失
」
と
い
う
体
験

を
多
く
す
る
年
代
で
あ
り
、「
う
つ
病
」

と
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
に
も
認
知
症
を
引
き
起

こ
す
病
気
も
あ
り
、
原
因
を
突
き
止

め
る
た
め
に
も
、
気
に
な
る
症
状
が

あ
る
と
き
は
、

か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ

う
。

元
気
に
絵
合
わ
せ
カ
ル
タ

二
月
五
日
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル

「
体
操
教
室
」
が
行
わ
れ
、
マ
ッ
ト
運

動
や
跳
び
箱
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
体

を
動
か
し
、
冬
場
に
お
け
る
体
力
増

進
と
運
動
機
能
強
化
を
行
っ
た
。

教
室
は
、
三
十
四
名
の
幼
児
が
参

加
。
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

ア
リ
ー
ナ
内
に
設
置
さ
れ
た
マ
ッ
ト

の
上
で
、
う
さ
ぎ
ジ
ャ
ン
プ
や
前
転

し
て
か
ら
の
風
船
キ
ャ
ッ
チ
な
ど
を

体
験
。
跳
び
箱
も
幼
児
の
身
長
に
合

わ
せ
て
用
意
さ
れ
、
三
段
か
ら
五
段

の
跳
び
箱
を
力
強
く
飛
び
跳
ね
て
い

た
。

1 食事は１日３回規則正しく

2 よくかんで食べる

3 野菜、果物など食物繊維を良くとる

4 お茶をよく飲む

5 たばこは吸わない

6 かかりつけ医を持っている

7 自立心が強い

8 気分転換のための活動をしている

9 新聞をよく読む

10 テレビをよく見る

11 外出をすることが多い

12 就寝・起床時刻が規則的
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

お問い合わせ先
苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 01646-4-2215（内線273）まで

食 事 を 行 う た め の 条 件
（食べ物の飲み込み、食べ方・食事の工夫）

お年寄に「何が楽しみですか？」と尋ねてみる
と、「食べること」と言われることが多いように
思います。自分で、食べ物を見て、嗅いで、 食
べることは生きる意欲の証といえます。 高齢者
等の方が、食事を自立して食べるための条件と工
夫を考えてみましょう。①適当な湿り気があること（カステラなどはノドに引っ

かかりやすい）。

②軟らかく煮る、みじん切りにする、すりつぶす、ミキ

サーにかける、とろみをつけること。

③片麻痺のある場合は口に溜まりやすいので、一度に入

れる量を少なくし麻痺のない側の口の端から入れる。

④生活用品の工夫：スプーン・フォークの柄を太くする

（握力が弱かったり、指に変形があっても自分で食べ

ることが出来る）。

⑤食べる姿勢にも気配りをする。寝た状態で食べるより

腰をかけて食べた方が、喉つまりを防ぎ自然に安定し

た姿勢で食べることができる。

以上のように食事を楽し
むためには、姿勢、食事の
工夫といった点について改
善が必要な場合があります。
こうした介護技術の相談等
については、苫前町役場町

民課しあわせ係又は苫前町在宅介護支援センターま
でお気軽にご相談下さい。

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
に
加
入
す
る
人
と
そ
の
届

け
出
は
？

Ａ

職
場
の
健
康
保
険
（
会
社
な
ど

の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、
そ
の

他
任
意
継
続
保
険
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
を
除
い
た
全
て
の
人
が

国
保
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

〈
加
入
は
世
帯
ご
と
に
〉

国
保
へ
の
加
入
は
、
世
帯
ご
と
に

加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
や
喪
失
な
ど
の
届
け

出
の
義
務
や
保
険
税
の
納
税
義
務
は
、

そ
の
世
帯
主
が
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

〈
保
険
証
は
大
切
に
！
〉

国
保
の
保
険
証
は
、
国
保
の
加
入

者
全
て
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
は
国
保
加
入
者
で
あ
る
こ

と
の
証
明
で
あ
り
、
国
保
で
医
療
を

受
け
る
た
め
の
受
診
券
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
へ
の
加
入
や
喪
失
の
届
け
出
は
必
ず
〝
十
四
日
以
内
〟
に
す
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

《
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
と
き
》

被
保
険
者
に
な
っ
た
時
点
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
一
旦
全
額

自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

《
喪
失
の
届
出
が
遅
れ
た
と
き
》

他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
に
、
喪
失
届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
、

保
険
税
が
二
重
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
国
保
と
医
療
機
関
と
の
医
療
費
の
支
払
い
に
係
る
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 “

”

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!
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総
務
省
で
は
、
新
規
事
業
者
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
以
外
の
電
気
通
信
事
業
者
）
の

参
入
に
と
も
な
う
電
話
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
の
増
加
を
見
込
み
、
苫
前
郡
内

の
市
内
局
番
の
不
足
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
市
内
局
番
・
市
内
局
番
の
ケ

タ
数
を
変
更
し
、
使
用
可
能
な
市
内

局
番
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◇
実
施
日

平
成
十
七
年
六
月
一
日

（
時
刻
は
未
定
で
す
）

◇
該
当
地
域

市
外
局
番
が
〇
一
六
四
六
の
地
域

（
羽
幌
町
・
苫
前
町
・
初
山
別
村
）

電
気
機
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
短
縮
ダ

イ
ヤ
ル
や
、
電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
市
内
局
番
か
ら
登
録
し
て
い
る

場
合
は
、
設
定
の
変
更
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
な
ど
で
Ｐ
Ｂ
Ｘ

（
構
内
交
換
装
置
）
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

ン
を
お
使
い
の
場
合
は
、
設
定
の
変

更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
電
話
機
な
ど
の
取
扱

説
明
書
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
販
売

店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

現
在
、
使
用
し
て
い
る
電
話
機
や

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
、
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
。
電
話
機
な
ど
の
機
種
を

変
更
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
電
話
番
号
が
変
わ
る
の
で
、
今

ま
で
の
も
の
は
使
用
で
き
な
く
な

る
」
と
い
っ
た
悪
質
な
セ
ー
ル
ス
、

勧
誘
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

北
海
道
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

�
〇
一
一
―
七
〇
九
―
二
三
一
一

（
内
線
四
七
〇
二
）

苫
前
町
、
羽
幌
町
及
び
初
山
別
村

の
三
町
村
で
運
営
し
て
い
ま
す
留
萌

中
部
地
域
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
の
臨

時
職
員
一
名
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
苫
前
町
役
場

若
し
く
は
留
萌
中
部
地
域
母
子
通
園

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◇
就
労
場
所

留
萌
中
部
地
域
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー

（
羽
幌
町
す
こ
や
か
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
職
務
内
容
〜
療
育
に
係
る
保
育
業
務

◇
就
労
時
間
等

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

◇
応
募
資
格

①
保
育
士
又
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格

を
有
す
る
方

②
年
齢
二
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で

③
四
月
一
日
か
ら
就
労
可
能
な
方

◇
必
要
書
類

①
履
歴
書
（
役
場
又
は
同
母
子
通
園

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
）

②
保
育
士
又
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格

を
証
明
す
る
書
類
（
免
許
状
等
の

写
し
）

◇
申
込
期
限

三
月
十
八
日
（
金
）

不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、

羽
幌
町
健
康
管
理
課
保
健
係
（
羽
幌

町
す
こ
や
か
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。

�
〇
一
六
四
六
―
二
―
六
〇
二
〇

留
萌
中
部
地
域
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー

臨

時

職

員

募

集

地域 等 今までの電話番号 変更後の電話番号

苫　前　町

羽　幌　町
(天売・焼尻を除く)

初 山 別 村

ＩＳＤＮ等

01646-4-＊＊＊＊

01646-5-＊＊＊＊

01646-6-＊＊＊＊

0164-64-＊＊＊＊

0164-65-＊＊＊＊

0164-66-＊＊＊＊

01646-2-＊＊＊＊

01646-7-＊＊＊＊

01646-9-＊＊＊＊

0164-62-＊＊＊＊

0164-67-＊＊＊＊

0164-69-＊＊＊＊

※町内から役場（代表）へ電話する場合は、
4-2211から64-2211にかわります。

※羽幌町の天売焼尻地区は、これまでと同様に市外局番　
からダイヤルしてください。

次世代育成支援対策行動計画
ご意見ご要望をお寄せ下さい

次世代育成支援対策行動計画
急速な少子化の進行や社会環境の変化にあって、家庭での子
育て力の低下が問題になっており、地域全体で子育てを支援す
る取り組みが必要となっています。
本町では、次世代育成支援対策法に基づき、平成１７年度か
ら１０年間にわたる子育て支援のための行動計画を策定するこ
ととなりました。地域における子育てを福祉分野のみならず、
教育、交通、防犯、建設などあらゆる面からの支援を図るため、
担当職員による作業部会において『次世代育成支援行動計画
（案）』を策定しましたので、町民皆様のご意見やご要望をお寄
せ下さい。
同計画（案）は、３月１１日まで役場・公民館・スポーツセ
ンターの他、町内保育園（所）、町内小学校で公表しておりま
す。それ以降は、役場町民課住民係（４－２２１５）までお問
合せ下さい。
ご意見ご要望は、Ｅメールでも受け付けますので、ご活用下
さい。なお、Ｅメールアドレスは、次のとおりです。

chomin@town.tomamae.lg.jp

児童会館の３階は、老朽化に伴
い、雨漏りや火災などにおける利
用者の避難経路など安全確保がで
きない状態であり、同施設大ホー
ルに引き続き、使用停止といたし
ましたので、ご理解の程お願いい
たします。

町民課古丹別支所

児童会館３階使用停止
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「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」
だ

け
で
な
く
、

「
架
空
請
求

詐
欺
」、「
融

資
保
証
金
詐

欺
」
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
、
預
貯
金

口
座
へ
の
振
込
み
に
よ
る
も
の
で

す
。最

近
、
多
発
す
る
詐
欺
被
害
の
予

防
上
重
要
な
点
は
、「
す
ぐ
に
振
り

込
む
な
！
」
「
一
人
で
振
り
込
む

な
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
注
意

を
喚
起
す
る
た
め「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

「
架
空
請
求
詐
欺
」「
融
資
保
証
金
詐

欺
」
を
総
称
し
て
「
振
り
込
め
詐
欺
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
弁
護
士
、
医
者
、
保
険
会
社
関
係

者
、
事
故
の
相
手
側
を
名
乗
る
者

が
次
々
と
登
場
し
、
迫
真
の
演
技

で
迫
り
ま
す
。

◇
連
絡
先
の
携
帯
電
話
の
番
号
を
言

っ
て
き
ま
す
。

◇
警
察
官
が
交
通
事
故
の
示
談
金
に

介
入
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
示
談
金
交
渉
せ
ず
に
、
今
す
ぐ
示

談
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
示
談
が

成
立
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
相
手
は
、
あ
な
た
が
パ
ニ
ッ
ク
に

な
る
の
を
狙
っ
て
い
ま
す
。「
自

分
だ
け
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と
思

っ
て
い
て
も
相
手
の
ワ
ナ
に
、
は

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
警
察
や
家
族
、
知
人
、

銀
行
窓
口
な
ど
の
第
三
者
に
連
絡
を

取
り
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
香
川
香
老
園
ク
ラ
ブ
）

○
香
　
川
　
石
　
川
　
　
　
弘

様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及
び

申
告
書
の
受
付
は
三
月
十
五
日
（
火
）、

消
費
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及
び
申

告
書
の
受
付
は
三
月
三
十
一
日
（
木
）

ま
で
で
す
。

期
限
間
近
と
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
書

は
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を

参
考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
お
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
の
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
で
も
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
留
萌
税
務
署
　
個

人
課
税
部
門
（
〇
一
六
四
―
四
二
―

〇
六
六
三
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

詐
欺
に
ご
用
心

苫前町の交通事故情報
平成17年１月末現在

交通事故死ゼロ日数は

１月31日現在で275日

発生件数

１件

死者数

０人

負傷者数

１人

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

中
川
　
俊
夫
（
99
歳
）
１
月
17
日

古
丹
別

石
川
マ
サ
ノ
（
95
歳
）
１
月
25
日

香
　
川

田
澤
　
茂
夫
（
82
歳
）
２
月
11
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

大
矢
根
勇
希

ゆ
う
き

浩
慈
／
ま
き
１
月
13
日

旭

平
井
　
皓
士

こ
う
し

栄
治
／
泰
子
１
月
14
日
古
丹
別

早
川
　
す
ず
　
尚
　
／
弘
江
１
月
28
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

長男二男長女

住
所

佐
々
木
　
　
亮
　
（
苫
　
前
）
浅
　
野
　
千
　
鶴
（
羽
幌
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、
お
早
め
に

振
込
み
は
そ
の
日
に
す
る
な
！

一
人
で
す
る
な
！

沿
岸
バ
ス
㈱
で
は
、
特
急
は
ぼ
ろ

号
の
各
地
域
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
四
月
一
日
か
ら
ダ
イ
ヤ
を
変
更

し
、
町
内
力
昼
バ
ス
停
で
の
乗
降
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま

で
、
力
昼

住
民
が
同

バ
ス
を
利

用
す
る
た

め
に
は
、

上
平
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ

ル
か
鬼
鹿

バ
ス
停
ま

で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
変
更
で
同
バ
ス
停
留

所
ま
で
の
移
動
が
解
消
さ
れ
、ま
た
、

お
盆
や
お
正
月
の
帰
省
時
期
の
利
用

客
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
沿
岸
バ
ス
で
は
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
同
バ
ス
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
四
枚
回
数
券
の
特

別
割
引
（
四
月
一
日
以
降
の
利
用
）

を
行
っ
て
お
り
、
通
常
の
片
道
運
賃

よ
り
も
六
百
二
十
五
円
割
安
と
な
っ

て
い
る
。

詳
し
く
は
、
沿
岸
バ
ス

㈱
羽
幌
営
業
所
（
〇
一
六
四
六
―
二

―
一
五
五
〇
）
ま
で

特
急
は
ぼ
ろ
号
（
沿
岸
バ
ス
）

４
月
１
日
か
ら
力
昼
停
車

税務職員募集
札幌国税局では、税務職員（国税専門官）を募集して
います。人事院が実施する国税専門官採用試験の最終合
格者の中から採用されますが、採用試験の概要は次のと
おりとなっています。

１．受験資格
�昭和53年4月2日から昭和59年4月2日生まれの者
�昭和59年4月2日以降生まれた者で以下の者
①大学卒業者又は平成18年3月大学卒業見込者
②人事院が①の者と同等と認める者
２．受験申込期間 ４月１日～４月１５日
３．受験申込先
〒060－0042
札幌市中央区大通西10丁目　札幌国税局

４．第１次試験 ６月12日（合格発表７月５日）
≪教養試験・専門試験≫

５．第２次試験
７月25日～７月28日のうち指定する日
≪人物試験・身体検査≫
詳しいことは、留萌税務署総務課まで

�０１６４－４２－０６６１
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風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１月分）
４，２７８，４４６円

平成17年１月分の実績
・供給電力量

３４０，９８０ｋＷｈ
４，２７８，４４６円

（設備利用率２４．８０％）

▽
二
月
二
十
三
日
古
丹
別
中
学
校
で

総
合
学
習
に
お
け
る
「
か
べ
新
聞
交

流
会
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
作
品
に
触

れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
▽
記
事

の
多
く
に
、
未
成
年
犯
罪
や
振
り
込

め
詐
欺
、
薬
物
被
害
な
ど
を
取
り
上

げ
た
も
の
が
多
く
、
近
年
の
社
会
情

勢
を
表
し
て
い
た
。
▽
そ
の
中
に
、

Ｅ
Ｑ
（
心
の
知
能
指
数
）
を
解
説
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。
▽
Ｅ
Ｑ
と
は
、

社
会
に
適
応
す
る
た
め
の
知
性
（
心

内
知
性
）
と
人
間
関
係
の
た
め
の
知

性
（
対
人
関
係
知
性
）、
状
況
把
握

の
た
め
の
知
性
（
状
況
判
断
知
性
）

で
構
成
さ
れ
た
も
の
。
▽
個
々
の
能

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｑ
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
Ｉ
Ｑ
（
知
能
指
数
）
と
と
も
に
、

Ｅ
Ｑ
が
重
要
で
あ
る
と
。
▽
あ
な
た

は
、
ご
存
知
で
し
た
か
？
▽
こ
の

「
か
べ
新
聞
」
は
三
月
上
旬
公
民
館

で
公
開
さ
れ
る
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保
育所（園）や小中学校の園
児や児童生徒の作品を紹介
します。ひとりでも多くの
作品を紹介したいと思って
います。
４月号の予定は苫前小学校
の児童のみなさんです。

古丹別小学校児童の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『野球型ラケット』

良く弾むラケッ
トになってうれ
しかったです。
ボールが人の顔
みたいになっ
て、おもしろく
できました。

３年

鴨田　将来くん

『 伝 言 板 』

小物かけの部
分をバレーボ
ールの形にし
たのを工夫し
ました。

５年

北　唯那さん

『 伝 言 板 』

細かいところ
まで、リトル
グリーンメン
そっくりに、
作れました。

５年

亀田　愛さん

『 伝 言 板 』

電動のこぎり
で板を切るの
が難しかった
です。

５年

中嶋　太良くん

『くまの
クリスマスツリー』

くまの顔を大
きくかきまし
た。

１年

岩田　稜加さん

『カラフルな輪』

ひもに針金を入れ
るのが大変でした。
ハートやクルクル
巻いた飾りが気に
入っています。

３年

佐藤　彩香さん

『海にいる生きもの』

さかなやたこ、わ
かめと一緒に、く
じらをかいて、が
んばりました。 １年

丹羽　剛喜くん

『どっちも鉛筆と
カラフル竹とんぼ』
どっちも鉛筆の真ん
中を削るのが大変で
した。竹とんぼのボ
ンドをつけるのが難
しかったです。

３年

花井　美希さん


